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たそがれ清兵衛 (2002)
THE TWILIGHT SAMURAI

メディア 映画

ジャンル 時代劇  ドラマ  ロマンス 

製作国 日本

色彩 Color

時間 129分

初公開日 2002/11/02

公開情報 松竹

【キャッチコピー】
ただ、愛する人のために。

ある日、
「人を殺してこい。」というのが
上司の命令でした。

心に、お帰りなさい。

【解説】
　藤沢周平の短編時代小説３作を基に山田洋次監督が映画化。山田監督は過去にコメディ時代劇「運が
良けりゃ」を手がけたが、本格時代劇を扱うのは本作が初めて。幕末に生きた名もない下級武士とその
家族の姿を、徹底したリアリズムの中に叙情溢れるタッチで描く。
　井口清兵衛は幕末の庄内、海坂藩の平侍。妻を病気で亡くし、二人の娘とボケの進む老母の３人を養っ
ている。生活は苦しく、下城の太鼓が鳴ると付き合いは断ってすぐ帰宅し、家事と内職に励む毎日。そ
んな清兵衛を同僚たちは“たそがれ清兵衛”と陰で呼んでいた。そんなある日、清兵衛は数少ない親友・
飯沼倫之丞から、清兵衛とも幼なじみの妹・朋江が、嫁いだばかりで離縁したことを聞かされる。夫の
酒乱が過ぎ見かねた倫之丞が離縁させたのだというのだ。数日後、その朋江がひょっこり清兵衛の家に
姿をみせた。
　山田監督が自身初となる本格時代劇を手掛けるにあたって取り上げたのは、これほど人々に愛されな
がら（題材が地味なためか）これまで映画化されることのなかった藤沢周平作品だった。一貫して庶民
の心をフィルムに焼き付けてきた山田監督らしいと思うと同時に、従来の時代劇の文法に囚われること
なく、新たなアプローチで挑もうとの並々ならぬ意気込みを感じさせる。そして、それが見事に結実し
た秀作。つつましい中にも幸せを感じ凛として生きる主人公の姿や、もどかしい男女の恋のすれ違いと
いったものを日常の細やかな描写の中で丹念に描く一方、クライマックスの果たし合いでは、緊張感と
迫力みなぎる剣戟シーン（血の滴る音が異様なほどリアルで印象深い）を披露し、“藤沢ワールド”の
映像化に見事に成功している。盛り込まれたエピソード同士の繋がりに乏しく物語のダイナミズムに欠
ける、あるいは岸恵子のナレーションに対する違和感（わずか５歳ほどの少女の視点で語られる不自然
さ）など、多少の物足りなさも残るが、今後も山田監督にはぜひとも２作目３作目と時代劇を手掛けて
ほしいと思わずにはいられない一作となった。

【クレジット】
監督 山田洋次

プロデューサー 中川滋弘

深澤宏

山本一郎
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原作 藤沢周平
『たそがれ清兵衛』
『竹光始末』『祝い人
助八』

脚本 山田洋次

朝間義隆

撮影 長沼六男

美術 出川三男

西岡善信

衣裳 黒澤和子 Kzuko Kurosawa

編集 石井巌

音楽 冨田勲

音楽プロデューサー 小野寺重之

主題歌 井上陽水 『決められたリズム』

照明 中岡源権

録音 岸田和美

監督助手 花輪金一

出演 真田広之 Hiroyuki Sanada 井口清兵衛

宮沢りえ 飯沼朋江

小林稔侍 久坂長兵衛

大杉漣 甲田豊太郎

吹越満 飯沼倫之丞

伊藤未希 井口萱野

橋口恵莉奈 井口以登

深浦加奈子

神戸浩

草村礼子

嵐圭史

中村梅雀

赤塚真人

佐藤正宏

桜井センリ

北山雅康

尾美としのり

中村信二郎

田中泯 余五善右衛門

岸恵子 晩年の以登

丹波哲郎 Tetsuro Tamba 井口藤左衛門


